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高病原性鳥インフルエンザ防疫措置のステップアップ

秋田県中央家畜保健衛生所

〇清水典子、小原 剛

[ はじめに ]

令和３年11月10日、本県Ａ市の約14万５千羽規模の採卵鶏農場で、本県で初めての

高病原性鳥インフルエンザ（以下、ＨＰＡＩ）発生が確認された。県内初事例という

こともあり「情報伝達の混乱」「資材・人の輸送体制の遅れ」「初動防疫資材の不足」

等多くの問題点が発生し準備・防疫措置における混乱が多数発生する結果となった。

そこで、本県のＨＰＡＩ発生を契機に防疫措置体制を改善し、一定の成果がみられ

たのでその概要を報告する。

[県内ＨＰＡＩ発生前の防疫演習実施状況]

県内ＨＰＡＩ発生前の８年間に実施

していた防疫演習について、座学およ

び実地演習の内容を図に示した。カッ

コ内は実施回数を示す（図－１）。

演習の主体は実地演習であり、座学

との連動性に欠け、各防疫拠点ごとの

部分的なものとなっていた。演習参加

者は、農場からの異状鶏通報から防疫

措置完了まで、一連の流れを共通認識

するのが難しかったと推察される。 図－１ 県内ＨＰＡＩ発生前の防疫

演習実施状況

[防疫演習参加者アンケート

（県内ＨＰＡＩ発生前）]

防疫演習参加者にアンケートを実施

したところ、防疫措置全体の流れを理

解できた参加者は全体の６割弱で、Ｈ

ＰＡＩ発生時に迅速な防疫措置を実施

できるか不安の残る結果であった

（図－２）。

図－２ 防疫演習参加者アンケート
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[秋田県におけるＨＰＡＩ発生事例]

そんななか、令和３年１１月、横手市にある約 14 万 5 千羽の採卵鶏農場で、秋田県に
おいて初めてＨＰＡＩの発生が確認された。県内初事例と言うことも重なり、「情報伝達

の混乱」「資材、人の輸送体制の遅れ」「初動防疫資材の不足」等、多くの問題点が発生

し、準備・措置における混乱が多数発生する結果となった。

措置完了後、従事者からは待遇や防疫面を中心に様々な不満、要望が寄せられたが、赤

で示した、改善に向けて我々が取り組める内容について、早急な対応が必要であると痛感

させられた（図－３）。

図－３ 秋田県におけるＨＡＰＩ発生事例（初発事例）

〔問題点の整理〕

対応のため、本県でのＨＰＡＩ防疫措

置完了後、防疫措置従事者からの声を受

け、何が問題であったのかを整理するた

め３つの項目に区分した（図－４）。

まず、防疫マニュアル関連では、部局

間連絡体制が不明瞭であり、不明確な動

員体制と長時間労働、外部団体との認識

共有不足が挙げられた。次に、事前準備

関連では、資材輸送体制の準備不足、防

疫資材整理の不備、防疫拠点設置不足。

最後に、防疫措置関連では、リーダーの 図－４ 問題点の整理

認識不足、作業手順の認識不足、従事者

目線の防疫演習不足も挙げられた。これら整理した項目について、改善に取り組んだ。
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〔問題点の改善①〕

１つ目の改善として、

まず防疫マニュアルを改

正し、各部局の連絡先、

役割、連携を明確化し、

協力機関との連携・動員

体制を見直した。

さらに、「防疫作業のし

おり」を作成し、動員者

の役割、作業手順、注意

点を明瞭化した。

マニュアルの改正を受

け、農場ごとの防疫計画

も改定し、農場情報詳細

の見直し、準備資材項目の 図－５ 問題点の改善①

追加を行った。また、防疫

措置クール数を、１日４クールから６クールに変更するなど動員者の労働負担を軽減

した（図－５）。

〔問題点の改善②〕

２つ目は、事前準備を

改善するため、資材運搬

体制を整理した。輸送車

両確保と資材積み下ろし

対応者を整理し、家保職

員以外でも対応可能とし

た。特に輸送車両につい

て、運搬の時間帯により

協定締結先又は県公設試

のトラック利用を整理し

た。

また、備蓄資材の整理

を行い、初動対応資材と

して、第１クール分

（４時間、12,000羽規模対応資材） 図－６ 問題点の改善②

を中央家保車庫内に整理備蓄した。

第２クール以降の必要資材は、県の防疫資材保管拠点に整理備蓄した後、資材数、保

管場所について地域振興局と共有した（図－６）。
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〔問題点の改善③〕

３つ目は、先に述べた２つを整理・改善した後、防疫演習を見直し実施した。

各防疫拠点のリーダー研修を行い、統一性のある指示体系が可能となるようスキル

アップを図った。さらに、全体的な防疫演習は、座学演習と実地演習を連動的に実施

するとともに、防疫演習参加者が準備そして総益措置開始から完了まで、一連の流れ

を認識・共有できるよう従事者目線に配慮したものにした（図－７、写真－１）。

写真－１ 改善後の防疫演習

図－７ 問題点の改善③

〔問題点整理改善後の防疫演習参加者アンケート〕

問題点整理改善後に行った

防疫演習参加者にアンケート

を実施したところ、防疫措置

全体の流れを理解できた参加

者は全体で９割以上に飛躍的

に向上した。

その他の項目も軒並み改善

しＨＰＡＩ発生時の迅速な防

疫措置に期待が見てる結果と

なった（図－８）。

図－８ 問題点改善後の防疫演習参加者アンケート

〔ＨＰＡＩ疑い事例への対応〕

今年度、管内養鶏場においてＨＰＡＩ疑い事例が発生した。令和５年12月14日、農

場から異状鶏の通報を受け、農場立入を行い、13羽中２羽から簡易検査陽性の結果を

受け、準備対応にあたった。

精密検査の結果、ＨＰＡＩへの感染は否定されたが、簡易検査陽性から約９時間以

内で、集合施設、農場防疫拠点、消毒ポイント等、直ちに防疫措置へ移行できる準備

が完了できた。これは、本県のＨＰＡＩ発生後２年間で取り組んできた成果が発揮さ
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れたものと考えられた（図－９）。

図－９ Ｒ５年度発生したＨＰＡＩ疑い事例への対応

〔まとめと考察〕

ＨＰＡＩ発生に備え、毎年、防疫演習を実施していたが本県のＨＰＡＩ発生前は

実地演習が主体であり座学演習との連動性が欠如し、防疫演習参加者の理解度は低迷

していた。そのため、本県でのＨＰＡＩ初発生時の防疫対応において準備や防疫措置

で混乱が多数発生し、従事者から不満や要望が続出する結果となった。

そこで、問題点を整理・検証し防疫マニュアルの改正、防疫作業のしおりを作成し

た。また、リーダー研修実施により、スキルアップを図るとともに、座学演習と実地

演習を連動化した演習を実施した。

その結果、参加者の認識の共有が図ることができ、理解度は飛躍的に上昇した。こ

のことは、今年度発生した管内養鶏場でのＨＰＡＩ疑い事例への準備対応において、

簡易検査陽性から約９時間以内で円滑な防疫措置開始準備が完了できたことで実証さ

れた。

今後も、迅速な防疫措置のために必要な３大重要ポイントである事前準備、明瞭な

指揮系統の確立、全防疫措置従事者の共通認識について連動性を重視した取り組みを

継続することにより、防疫措置体制のステップアップさらには、対応力のある体制構

築に努める所存である。


